
そ

tヽ

宮
崎
・曽
井
第
二
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
宮
崎
市
大
字
恒
久
字
曽
井

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
次
調
査
　
一
一〇
〇
五
年

（平
１７
）
八
月
―
二
〇
〇
六

年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
甲
斐
貴
充

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

・
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

曽
井
第
二
遺
跡
は
、
現
在
の
宮
崎
市
街
地
南
西
部
、
大
淀
川
と
清
武
川
支
流

の
古
城
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
九

―

一
二
ｍ
の
丘
陵
東
斜
面
裾
部

に
位
置
す
る
。
東
方
に
は
宮
崎

市
街
地
の
あ
る
平
野
部
が
開
け

る
。
本
遺
跡
の
南
東
に
隣
接
す

る
丘
陵
地
に
は
、
南
北
朝
時
代

＞

か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
曽
井

帥

氏

・
伊
東
氏

・
島
津
氏
の
居
城

と
な
っ
た
曽
井
城
跡
が
あ
る
。

曽
井
城
の
文
献
上
の
初
見
は
廷
文
六
年

（
〓
三
全

）
で
、
そ
の
後
元
和
元
年

（
三
全

五
）
の
一
国

一
城
令
で
廃
城
に
な
る
ま
で
存
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
国
道
バ
イ
パ
ス
建
設
事
業
に
伴
い
、
二
次
に
わ
た
っ
て
行
な

わ
れ
た
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
古
代
の
周
溝
状
遺
構

一
基
、
中
世
末
か
ら

近
世
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
人
棟

。
井
戸
六
基

。
池
状
遺
構

一
基

・
溝
状
遺

構

・
石
列

・
石
塔
群
で
あ
る
。
石
塔
群
は
、
紀
年
や
形
態
か
ら
み
て

一
六
世
紀

か
ら

一
九
世
紀
頃
の
も
の
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
。
中
に
は
、
永
正

一
人
年

盆

五
一
三
）
と
天
文
六
年

（
一
≡
一一七
）
の
紀
年
銘
が
あ
る
六
地
蔵
憧
三
基
も

含
ま
れ
る
。
遺
物
は
、
縄
文
時
代
か
ら
古
代
の
も
の
を
わ
ず
か
に
含
む
が
、　
一

四
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
の
陶
磁
器
類
を
中
心
と
す
る
。

一
四
世
紀
か
ら

一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
遺
構
や
遺
物
は
、
曽
井
城
と
深

い
関
わ
り
を
も
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
、
近
世
の
遺
構
や
遺
物
は
、　
一
人
七
二
年

の
廃
仏
毀
釈
に
よ
つ
て
廃
寺
と
な
っ
た
瑞
雲
寺
も
し
く
は
そ
の
関
連
施
設
に
関

わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
、
第

一
次
調
査
に
お
い
て
一
号
井
戸
か
ら

一
点
、
五
号
井
戸
か
ら
七

点
、
計
八
点
出
上
し
た
。　
一
号
井
戸
は
、
井
戸
枠
の
上
部
が
平
面
六
角
形
の
石

積
み
、
下
部
が
結
桶
で
、
掘
形
は
径
約
二

・
二
三
ｍ
深
さ
約
二

・
七
五
ｍ
を
測

る
。
結
桶
の
外
側
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
井
戸
の
築
造
時
期
は
、
出
土
遺
物

か
ら
み
て
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
時
代
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。
五
号
井
戸
は
、

一
辺
約
九
〇
銀
深
さ
約
二
七
〇
側
の
組
立
式
方
形
縦
板
組
の
井
戸
枠
を
も
つ
。

井
戸
枠
の
外
側
に
竹
や
粘
土
と
と
も
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
板
状
木
製
品
に
、
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徳)(3)(2)
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
詳
し
い
築
造
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
出
土
遺
物
か
ら

一
四
世
紀
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
　

一
号
井
戸

・龍
王
□
那

百
千
容
属

大
吉
　
日

寂
水
献
立

伽
羅
龍
王
□
和

龍
王
□
那
斯

百
千
答
属

大
吉
　
日 王
□
和
修
吉
龍
王

」
（井
戸
粋
）

戯
『
∞
ｏ
×
酎
Ｐｏ
枷
ｏ
×
揃
∞
∞
　
ｏ
Ｐ

い円一　
　
　
　
　
［日］」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（∞ω］）
〉（卜ヽ
〉〈解〇
　
〇いＰ

ω
は
、
井
戸
枠
を
構
成
す
る

一
六
枚
の
板
の
う
ち
六
枚
に
墨
書
が
あ
る
。
概

ね

一
枚
に

一
行
ず
つ
書
か
れ
て
い
る
が
、
文
字
が
二
枚
の
板
に
ま
た
が
る
箇
所

も
あ
り
、
板
を
組
ん
だ
後
に
墨
書
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「八
大
龍
王
」
は
法

華
経
に
出
て
く
る
人
竜
神
の
こ
と
で
、
水
の
神
や
雨
乞
い
の
神
と
も
さ
れ
る
。

井
戸
枠
に
記
す
こ
と
で
、
井
戸
が
枯
れ
る
こ
と
な
く
豊
か
な
水
が
得
ら
れ
る
こ

と
を
祈
念
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「十
五
世
寂
水
」
は
安
政
四
年

（
一
人
五
七
）
の

紀
年
銘
を
も

つ
無
縫
塔
に
も
み
え
、
コ
一己
」
は
明
治
二
年

（己
巳
、　
一
人
六

九
）
の
可
能
性
が
高
い
。
「当
寺
」
は
瑞
雲
寺
を
指
す
か
。
材
は
ス
ギ
。

②
ｌ
③
は
、
い
ず
れ
も
上
部
を
久
損
し
て
い
る
。
下
端
に
数
字
が
記
さ
れ
て

い
る
理
由
は
未
詳
。
材
は
モ
ミ
属
。
③
の
二
文
字
目
は
、
コ
屋

ま
た
は

「普
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『曽
井
第
二
遺
跡

（第
一
次

・
第
二
次
調
査
送

（宮
崎
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
一
七
五
、
二
〇
〇
八
年
）

（甲
斐
貴
充

〈宮
崎
県
立
西
都
原
考
古
博
物
館
》

(1)

□□□□
□叉□□
□迦□

五
号
井
戸（イ

ー
）
　

　

（キ
リ
ー
ク
）

・
□
□

守
　
□
　
　
傘

。
日

□

□
　
□
□
　
□

念
七
仏
　
院
　
過
去
七
仏

口

回

宋

五
」

十
回
」

」

・＋
‐
　
一　
」
　
　
　
　
　
　
（
ω
∞
卜
）
〉
〈
ω
卜

〉
〈
Ｐ
Ｏ
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｐ

工
‐
∴
問
四
」
　
　
　
　
　
（
〇
∞
ω
）
〉
〈
卜
］
〉
〈
Ｐ
Ｏ

　

Ｏ
ω
岸

Лハ
」　　　　　（『〇伽）〉〈ヽ
∞〉〈ＰＯ
　
ＯＰＯ

一　」　　　　　（卜］卜）〉〈卜Ю〉〈ＰЮ
　
Ｏ⇔Ｐ

（
∞
ω
］
）
×
卜
］
×
∞
　
ｏ
ｏ
ド

（
卜
∞
〇
）
×
ト
ト
×
卜
　
ｏ
⇔
Ｐ

十
之

五一

世肩



一号井戸断面図

木
　
簡
　
研
　
究
　
第
二
四
号

巻
頭
言
―
情
報
化
と
松
と
檜
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
治
之

二
〇
〇

一
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
東
市
跡
推
定
地
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
旧
大
乗
院
庭
園
　
東
大
寺

藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
左
京
二
条
二
坊
　
藤
原
京
跡
左
京
六
条
二
坊

・
七
条
二
坊

石
神
遺
跡
　
飛
鳥
池
遺
跡
　
長
岡
京
跡
　
平
安
京
跡
右
京
六
条
三
坊
七
・八
・九
・

十
町
　
佐
山
遺
跡

（Ｂ
２
地
区
）

大
坂
城
跡
　
東
心
斎
橋

一
丁
目
所
在
遺
跡

広
島
藩
大
坂
蔵
屋
敷
跡
　
鬼
虎
川
遺
跡
　
上
津
島
遺
跡
　
上
町
東
遺
跡
　
一ハ
条
遺

跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡
　
溝
之
口
遺
跡
　
赤
穂
城
跡
二
の
丸
　
志
賀
公
園
遺
跡

下
懸
遺
跡
　
仁
田
館
遺
跡
　
史
跡
建
長
寺
境
内
　
宮
町
遺
跡
　
柳
遺
跡
　
八
角
堂

遺
跡
　
柿
田
遺
跡
　
八
幡
遺
跡
群
社
宮
司
遺
跡
　
荒
田
目
条
里
制
遺
構

・
砂
畑
遺

跡
　
泉
廃
寺
跡

（陸
奥
国
行
方
郡
衛
）
　

中
野
高
柳
遺
跡
　
市
川
橋
遺
跡
　
仙
人

西
遺
跡
　
十
二
牲
Ｂ
遺
跡
　
観
音
寺
廃
寺
跡
　
本
荘
城
跡
　
北
遺
跡
　
盤
若
台
遺

跡
　
一励
間

（六
）
遺
跡
　
福
井
城
跡
　
畝
田

・
寺
中
遺
跡
　
北
中
条
遺
跡
　
指
江

Ｂ
遺
跡
　
四
柳
白
山
下
遺
跡
　
寺
地
遺
跡
　
岩
倉
遺
跡
　
エハ
日
町
余
川
地
内
試
掘

調
査
地
点
　
北
小
脇
遺
跡
　
浦
廻
遺
跡
　
船
戸
桜
田
遺
跡
　
船
戸
川
崎
遺
跡
　
出

雲
国
府
跡
　
川
入

。
中
撫
川
遺
跡
　
安
芸
国
分
寺
跡
　
南
前
川
町

一
丁
目
遺
跡

南
斎
院
土
居
北
遺
跡
　
一局
知
城
伝
下
屋
敷
遺
跡
　
中
原
遺
跡
　
一爪
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（二
四
）
平
城
宮
跡

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（五
）

荒
田
目
条
里
遺
跡

（
一
七
号
）

飯
塚
遺
跡

（
三
二
号
）

都
城
出
土
漆
紙
文
書
の
来
歴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
尾
谷
知
浩

但
馬
特
別
研
究
集
会
の
記
録

日
高
町
の
古
代
遺
跡
と
出
土
木
簡
…
加
賀
見
省

一
、
出
石
町
の
古
代
遺
跡
と
木
簡

…
小
寺
誠
、
袴
狭
遺
跡
出
土
木
簡
と
但
馬
国
豊
岡
盆
地
の
条
里
‥
山
本
崇
、
九
世

紀
の
国
郡
支
配
と
但
馬
国
木
簡
…
吉
川
真
司
、
文
書
と
題
鎖
軸

（報
告
要
旨
）
…

杉
本

一
樹
、
討
論
の
ま
と
め
…
舘
野
和
己

。
今
津
勝
紀

彙
報

頒
価
　
五
〇
〇
〇
円
　
送
料
六
〇
〇
円




